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雲南病院だより雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
6
月
26
日
（
金
）
大
東
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
で
「
が
ん
ば
れ
雲
南

病
院
市
民
の
会
」
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
活
動
報
告
、
決
算
報

告
、
事
業
計
画
（
案
）
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
院
か
ら
は
松ま
つ

井い 

譲ゆ
ず
る

事
業
管
理
者
、
秦は
た 

和か
ず
夫お

副
事
業
管
理
者
、

服は
っ
部と
り
修し
ゅ
う
ぞ
う三
統
轄
副
院
長 

他
７
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
役

員
は
前
年
度
に
引
き
続

き
会
長 

加か

藤と
う

一い
ち

郎ろ
う

さ

ん
、
副
会
長 

加か

本も
と

恂し
ん

二じ

さ
ん
、
そ
の
他
８
人

の
役
員
の
皆
さ
ん
に
お

世
話
に
な
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
大
東
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
の
中
庭
で
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
、
病
院
に
対
し
て
色
々
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
が
ん
ば
れ
雲
南
病
院
市
民
の

会
」
の
皆
さ
ん
、
そ
の
他
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
皆
さ

ん
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

※
が
ん
ば
れ
雲
南
病
院
市
民

の
会
と
は

　

医
師
不
足
や
厳
し
い
経
営
状
況

が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
雲
南
市
立
病

院
を
支
え
、
健
康
で
安
全
安
心
な

暮
ら
し
を
市
民
自
ら
が
守
る
意
識

啓
発
を
進
め
る
た
め
、
平
成
20
年

３
月
に
結
成
さ
れ
た
任
意
の
団
体

で
す
。
住
民
向
け
の
研
修
会
の
開

催
や
病
院
と
の
交
流
、
そ
の
他
医

療
関
係
機
関
と
の
各
種
会
議
へ
の

参
加
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

※
雲
南
市
立
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
「
て
ご
っ
人と

」
と
は

　

が
ん
ば
れ
雲
南
病
院
市
民
の
会
、

雲
南
病
院
を
支
え
よ
う
市
民
の
会
の

協
力
に
よ
り
平
成
21
年
5
月
に
発
足

し
、
現
在
47
人
の
会
員
で
構
成
さ
れ

て
い
る
任
意
の
団
体
で
す
。
平
日
に

は
病
院
玄
関
で
患
者
さ
ん
の
車
い
す

移
動
介
助
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
病
院
周
り
の
清

掃
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

６
月
19
日(

金
）
に
大
東
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
平
成

27
年
度
雲
南
市
立
病
院
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
病
院
職

員
で
約
30
人
の
参
加
が
あ
り
、
事

業
報
告
や
事
業
計
画
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
役
員
は
、
会

長
に
石い
し

川か
わ

勝ま
さ
る

さ
ん
、
副
会
長
に

小こ

山や
ま
繁し
げ
樹き

さ
ん
、
監
事
に
高た
か
橋は
し
知と
も

征ゆ
き
さ
ん
・
松ま
つ
浦う
ら
敏と
し
雄お

さ
ん
、
事
務

局
に
矢や

壁か
べ
敏と
し
宏ひ
ろ
さ
ん
と
な
り
ま
し

た
。
総
会
の
後
は
交
流
セ
ン
タ
ー

　
６
月
27
日
（
土
）
に
病
院
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
職
員
組
合
ユ
ー

ス
部
（
男
性
35
歳
・
女
性
30
歳
以

下
の
組
合
員
で
構
成
さ
れ
た
部
）

と
合
同
で
外
来
面
会
室
の
長
椅
子

清
掃
・
大
浴
室
清
掃
・
車
椅
子
点

検
清
掃
・
院
内
保
育
砂
場
の
日
除

け
取
付
・
正
面
玄
関
の
芝
生
剪
定

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
約
10
人
、
病
院
職
員
約
30
人

の
参
加
が
あ
り
、
各
作
業
毎
に
班

分
け
を
し
て
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　
屋
外
作
業
で
は
、
天
気
が
崩
れ

て
小
雨
の
中
で
の
作
業
と
な
り
ま

し
た
が
、
砂
場
の
日
除
け
を
取
り

付
け
て
、
周
り
の
雑
草
も
取
り
除

き
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
砂

場
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
正
面
玄
関

の
芝
生
を
綺
麗
に
刈
り
こ
ん
だ
後

に
肥
料
を
撒
き
、
こ
れ
か
ら
夏
に

向
け
て
青
々
と
育
っ
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　
屋
内
作
業
で
は
、
患
者
さ
ん
に

気
持
ち
よ
く
入
浴
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
大
浴
室
・
介
助
浴
室
・
水

治
療
室
の
清
掃
を
隅
々
ま
で
行
い

ま
し
た
。
長
椅
子
の
清
掃
で
は
、

外
来
だ
け
で
は
な
く
各
病
棟
の
面

会
室
・
食
堂
の
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子

ま
で
作
業
範
囲
を
広
げ
て
清
掃

し
、
最
後
に
車
椅
子
の
点
検
清
掃

で
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
合

同
美
化
作
業
を
通
じ
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
職
員
と
の
親

睦
が
よ
り
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
雲
南
市
立

病
院
の
音
楽
サ
ー
ク
ルSouth 

C
loud Ensem

ble

（
サ
ウ
ス
・

ク
ラ
ウ
ド
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
以

下
「
サ
ウ
ク
ラ
」）
に
よ
る
七
夕

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
あ
る
病

院
の
大
会
議
室
に
は
、
た
く
さ
ん

の
患
者
さ
ん
が
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
サ
ウ
ク
ラ
の
生
歌

＆
ピ
ア
ノ
演
奏
、
来
場
さ
れ
た
皆

さ
ん
と
の
合
唱
な
ど
、
と
て
も
心

地
よ
い
一
時
と
な
り
ま
し
た
。
七

夕
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
は
、
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力

の
も
と
、「
炭
坑
節
」で
サ
ウ
ク
ラ・

病
院
職
員
が
会
場
を
楽
し
く
踊
り

回
り
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
は
と
て

も
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、
一
体
感
の

あ
る
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
回

も
会
場
設
営
か
ら
患
者
さ
ん
の
送

迎
ま
で
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

の
中
庭
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
の
親

睦
を
よ
り
一
層
深
め
ま
し
た
。

▲サウクラによる合唱の様子 ▲病院ボランティアの皆さんと病院職員との「炭坑節」踊りの様子

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
て
ご
っ
人と

」
さ
ん
と

職
員
組
合
ユ
ー
ス
部
の
合
同
美
化
作
業

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
を

　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

「
が
ん
ば
れ
雲
南
病
院
市
民
の
会
」

　
　
　
　
　
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

平
成
27
年
度

雲
南
市
立
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

「
て
ご
っ
人と

」
総
会
開
催



17 16市報うんなん  No.129 市報うんなん  No.129

雲南病院だより雲南病院だより

－問い合わせ先－　　〒 699-1221 島根県雲南市大東町飯田９６番地１
　　　　　　　　　　　　　　　　　雲南市立病院　事務部総務課　　☎（０８５４）４３－２４４１（直通）

展示コーナー　～こども絵画教室～

　平成28年４月１日採用予定の職員採用試験を行います。受験希望の方は受付期間内に申込書を提出して
ください。詳細は、雲南市立病院ホームページ（http://unnan-hp.jp）をご覧ください。

［１］ 試験区分、採用予定人数および受験資格 　�
試 験 区 分 採用予定人数 受　　験　　資　　格
看 護 師 若 干 名 昭和61年４月２日以降に生まれた方で、看護師の免許を有する方（免許取得見込の方含む。）
助 産 師 若 干 名 昭和61年４月２日以降に生まれた方で、助産師の免許を有する方（免許取得見込の方含む。）

［２］ 受付期間 　�
　　　　７月31日（金）～８月14日（金）

●受付時間：９時から16時まで（土・日・祝日を除く）●郵送の場合：８月14日（金）必着
［３］ 試験日時および試験会場 　�

試 験 日 時 ８月21日（金）　　●受　　付　１３時３０分～１３時４５分
　　　　　　　　　　　　　　●試験時間　１４時～

試 験 会 場 雲南市立病院（雲南市大東町飯田９６番地１）
※職員採用試験を通じて収集した受験者の個人情報は、職員採用試験および職員として採用された後の人事管理に係る事務に利用す
ることを目的とし、それ以外の目的のために使用することはありません。

平成27年度　雲南市立病院職員採用試験受験案内

　
雲
南
市
立
病
院
で
は
、
看
護

学
生
の
実
習
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
6
月
中
は
松
江
総

合
医
療
専
門
学
校
の
看
護
学
生

が
看
護
実
習
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
地
域
医
療
の
現
場
で
ど
ん

な
看
護
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

の
か
を
学
ぶ
実
習
で
す
。
看
護

学
生
は
丁
寧
な
対
応
で
実
習
に

励
ま
れ
ま
し
た
。
雲
南
市
立
病

院
で
の
実
習
経
験
が
、
こ
れ
か

ら
看
護
職
と
し
て
歩
ま
れ
る
学

生
の
皆
さ
ん
の
原
点
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

展示
コーナ

ーの紹介

　雲南市立病院玄関ロビーには、大東お
りづる会（会長　恩

おん
田
だ

磯
いそ

子
こ

さん）の皆さ
んによる展示が行われています。
　７月は花火のおりづる展示をしていた
だいています。皆さんぜひご覧ください。

　小児科前の待合ロビーに、絵手紙友の会（会長　石
いし

原
はら

いく
よさん）の皆さんの作品が展示されています。
　色とりどりの絵手紙を、皆さんぜひご覧ください。

相談してみてどうでしたか？

あまり
変わらなかった

3％

その他
5％

気持ちを
聞いてもらって
楽になった

45％

気持ちの
整理が
できた
25％

欲しい情報が
得られた
22％

雲南市立病院 南棟２階 検診人間ドック室会 場会 場

対 象対 象

日 時日 時

共催 ： 雲南市立病院 ／ 国立大学法人 島根大学

平成 27 年度 島根県がんピアサポーター相談会

がん患者さん・ご家族など

相 談 は 無 料 で す

プライバシーは守ります

問い合わせ・申し込み先

● 雲南市立病院 地域連携室

☎ （0854）43-2446

● 島根大学医学部附属病院

がん患者・家族サポートセンター

☎ (0853)20-2545

がん治療を経験した仲間と
話をしてみませんか？

8 月 28 日（金）） 13：30～15：30

平成２６年度相談者アンケートより

・相談しに来て良かった。

・話すことで少し気が晴れた。

・話して、心が軽くなった。

・とても励みになった。

・久しぶりに笑っている母を見た。

・（ ピ ア サ ポ ー タ ー の ） 元 気に なられ た

姿を見て、こちらも勇気が出た。

がんピアサポーターとは？

ピアは「仲間」、サポートは「支える、

援助する」を意味します。がんの治療経

験者が、がんの正しい知識を身につけ、

自分の経験を活かし“同じ立場で”がん

患者さんをサポートする方です。

※島根県がんピアサポーターは、がんピア

　サポーター養成研修を修了しています。

看
護
実
習
を

行
っ
て
い
ま
す

大東おりづる会

「花　火」絵手紙友の会


